
私は私でいいんだ

何度でもやり直せるのは

子どもの特権

子どもが
権利の主人公

知ってる？

「子どもの権利条約」は、1989年11月20日の国連

総会において全会一致で採択されました。

日本政府は1994年4月に批准（国内での実施を約

束すること）し、5月22日に条約が発効しました。

この条約には、世界じゅうの子どもが自分らしく成

長・発達していくことができるよう、そのために必

要な「権利」が網羅されています。

すべての子どもが、子ども自身のためにその「権

利」を使うことができるよう、まわりのおとなや政

府は行動しなければなりません。

このリーフでは、54条ある子どもの権利条約のう

ち、みなさんにぜひ知ってほしいものを解説して

います。この機会に、「子どもの権利」について考

えてみませんか。

子どもの権利条約を批准した国は、国連に、国内での
実施状況を報告し、それに対する「勧告」を受けとり
ます。これまでに４回の「勧告」がありましたが、いず
れも「あまりにも競争的な教育制度」が問題とされ、そ
のような環境から子どもたちを解放することが求め
られました。
あなたはどう思いますか。このリーフを読ん
だ感想、自分の環境について「こうなったら
いいな」と思うことなど、右のＱＲコードを使
って教えてください。国連への報告は、子どものこと
を考えて行動している人は誰でも提出でき、子ども
の声を送ることもできるので、寄せていただいた声
を国連に届けます。
子どもの権利条約についてもっと知りたいときは、下
のQRコードで資料を探してみてください。

子どもの権利・教育・文化 全国センター
（子ども全国センター）
〒102-0084 東京都千代田区二番町12-1
全国教育文化会館・エデュカス東京5階
TEL：03-5211-0133  FAX：03-5211-0134 
HP：https://kodomo.p-web.biz
E-mail：kodomo@kodomo.p-web.biz

生存と発達の権利
まず何よりも大切なのは、誰もが生きていけると
いうこと。自分らしく成長・発達していけるという
こと。失敗してもやり直せるということ。これらは、
すべての子どもの権利です。大人や政府は、そのた
めに必要なあらゆる援助をしなければなりません。
（第6条）

権利
条約
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お金の心配
しないで学べるように、
私学助成を増やして

どの子にも、自分の胸のうちにある思いや願いを、
自分のやり方で表し、まわりに受けとめてもらう権
利があります。（第12条）
憲法で認められた「表現の自由」「思想・良心の自
由」「結社の自由」「プライバシーの保護」などの権
利はすべて、子どもにも保障されます。学校でこれ
らの権利が守られているかどうか、みんなで話し合
うことはとても重要です。（第13条～16条）

すべての子どもが、「人格の完成をめざし、それぞれ
の精神的・身体的能力を最大限発達させる」ことを
目的とした「教育への権利」をもっています。政府は
その権利を保障するため、教育条件を整備し、教育
の無償化をめざして必要な措置をとらなければなり
ません。（第28条～29条）

休息・余暇・遊び、文化への権利 差別の禁止、虐待・放任からの保護意見表明権と市民的自由 教育への権利
時にはゆっくり休んだり、のんびりしたりできること、
楽しく遊ぶこと、すぐれた文化・芸術にふれること。
これらはみんな、成長・発達に欠かすことのできない
子どもの権利です。政府は、そのために必要な援助を
しなければなりません。（第31条）

一人ひとりがかけがえのない人間であり、差別を受
けたり、馬鹿にされたりすることはありません。
また、誰からも、どんな虐待（言葉の暴力も含む）
も、受けることはありません。万が一虐待と思われ
るようなことが起きた場合には、その子を保護す
るためのあらゆる手立てがとられなければなりま
せん。（第2条・第19条）

自由に遊べる
公園や広場がほしい

わかるように、
やさしく教えてほしい

テスト、テストで
競争させないで）

「女のくせに」って
おかしいと思う

体罰、暴力は
絶対やめて！えこひいきは

やめてほしい

細かな校則や服装の
きまりを変えたい

いろいろなことについて、
もっと子どもの意見を
聞いてほしい

自由に過ごせる
居場所がほしい机やカバンの中を

勝手に見ないで

毎日、部活や塾に追われている。
もっとのんびりしたいなぁ

文化活動やスポーツに
参加したくても、お金が高くて……

肌の色が違っても、
みんな同じ人間だ
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